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Medici Bank — The Birth of Modern Banking

メディチ銀行近代銀行業の誕生

フィレンツェの一族が築いた銀行は、為替手形と支店網で国際金融の原型を作り、ルネサンスを支

えた。
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WHAT HAPPENED

何が起きたか

1397年、ジョヴァンニ・ディ・ビッチ・デ・メディチがフィレンツェに銀行を設立した。

メディチ銀行は単なる金貸しではなかった。ローマ、ヴェネツィア、ブリュージュ、ロンドン、ア

ヴィニョンなどに支店を展開し、為替手形を使った国際送金ネットワークを構築した。

各支店は独立した組合（パートナーシップ）として運営され、本店の出資と現地パートナーの経営

能力を組み合わせる分散経営モデルだった。一つの支店が破綻しても、他の支店には波及しない構

造を持っていた。

メディチ家は銀行の利益を芸術・学問に投資し、ボッティチェリ、ミケランジェロ、レオナルド・

ダ・ヴィンチのパトロンとなった。金融がルネサンスを生んだのだ。

WHY IT HAPPENED

なぜ起きたか

14-15世紀のイタリアでは、都市国家間の交易が急拡大していた。羊毛、絹、香辛料、染料が地中海

を行き交う。

しかし、遠隔地間の決済には大きな問題があった。金貨や銀貨を物理的に輸送するのは、盗賊や海

賊のリスクがあまりにも高い。

— 為替手形が解決策となった。フィレンツェで預けた金を、ブリュージュの支店で別の通貨で受け取る

— カトリック教会は「利子」を罪（高利貸し）として禁じていた。為替手形は通貨の交換レートの差額

として利益を得る形式を取り、利子禁止を巧妙に回避した

— 教皇庁の財務管理を受託し、ヨーロッパ各地から集まる十分の一税の送金を一手に担った

メディチ銀行の成功は、金融技術と政治的関係の両方に支えられていた。純粋な金融業というより

、権力と資本の結節点だった。

WHAT CHANGED

何が変わったか

金融が一族の「家業」から、再現可能な「制度」に変わった。
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メディチ銀行の支店網は、各支店に独立した帳簿を持たせ、定期的に本店と照合する仕組みを取っ

ていた。この必要性が、複式簿記の発展を促した。

1494年、ルカ・パチョーリが『算術、幾何、比及び比例全書』で複式簿記を体系化した。この教科

書の背景には、イタリア商人たちの100年にわたる実務の蓄積があった。

複式簿記は「すべての取引を二面的に記録する」技術だ。借方と貸方が常に一致することで、不正

や誤りを検出できる。現代のすべての会計制度の基礎であり、企業の透明性を支える最も重要なイ

ンフラの一つだ。

また、メディチ銀行の分散経営モデル --

各支店がパートナーシップとして独立し、リスクを分離する構造 --

は、現代の持株会社やフランチャイズの原型ともいえる。

LEGACY

今に残っているもの

— 為替手形は現代の銀行送金・信用状（L/C）の直系の先祖だ

— 複式簿記はGAAP（一般会計原則）やIFRS（国際財務報告基準）の基盤として、すべての上場企業の

財務報告を支えている

— 支店網による国際金融ネットワークは、現代のメガバンクのグローバル展開の原型

— 金融と文化のパトロネージの関係は、現代の企業メセナやフィランソロピーに通じる

メディチ銀行は1494年に崩壊した。フランス軍のフィレンツェ侵攻と、後継者たちの放漫経営が重

なった結果だ。しかし、彼らが築いた金融の「仕組み」は600年後の今も生きている。

FOR INVESTORS

投資家にとっての意味

— 企業分析の土台である財務諸表は、メディチの時代に原型が作られた。決算書を読むことは、600年

の知的遺産を活用することだ

— リスク分散の構造（支店の独立性）は、現代のポートフォリオ理論に通じる発想である

— 金融と政治の結びつきは、銀行業の本質的な特性だ。規制環境が銀行の収益性を左右する構造は今も

同じ

— どれほど強固に見える金融機関も、経営規律の緩みと外部ショックの組み合わせで崩壊しうる
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KEY TERMS

関連用語

メディチ家

フィレンツェの銀行家一族。金融業で蓄えた富で政治権力を握り、ルネサンスのパトロンとなった。

為替手形

遠隔地間の送金を現金輸送なしに実現する金融商品。異なる通貨間の交換レートの差で利益を得た。

フィレンツェ

イタリア中部の都市。ルネサンスの中心地であり、近代銀行業の発祥地。

複式簿記

すべての取引を借方・貸方の二面で記録する会計技術。1494年にパチョーリが体系化。

パチョーリ

ルカ・パチョーリ。イタリアの数学者・修道士。複式簿記を世界で初めて教科書として体系化した。

ルネサンス

14-16世紀のヨーロッパにおける文芸復興運動。金融資本がその最大の推進力だった。
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